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5月 5日の子供の日、上回公園一帯て¥恒例の 「こどもまつり 」 カ、聞かれました。 当日は、刺から 11刊行小雨がぱ

らつき、みんなをか、っかりさせはしたものの、お昼前からは、まずまずの天気になリました。35mはしご消防車

や白バイなどをバックに写真を撮る親子、 「豚レース」で逃げ 回る 子豚に拡声をあげる親子など、約25，000人の

家族連れでにぎわいました。 (写真は「豚レース」での lコマ)

ミ.
4ゐ 喝、〉

主な内容 市民と市長の日

「市民と市長の日」を 6月

2 日(月)午前 9時 か ら 午 後 4

時まで、市役所 311許市長震

で行います。 お うベ『院におで

カ寸tくTごさし、 。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 6月 2
日(月)午前 8時 30分 から午後
5時とまで、 司了役:戸斤 21;皆j足業
委員会事務局で行L、ます。
おうベ慨におで かけくださし

く
性
E
引
に

E
を
情
け
た
砂
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
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周
辺
地
域
と
連
携
し

早
期
建
設
を
め
ざ
す

上
田
市
関
越
自
動
車
道
上
越
線
建
設

促
進
協
議
会
は
、
四
月
二
十
三
日
、
上

田
市
役
所
で
設
立
総
会
を
聞
き
、
正
式

に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
促
進
協
議
会
の
発
足
に
よ
り
、

今
後
は
市
内
各
階
層
の
ご
協
力
を
得
て
、

関
越
道
上
越
線
建
設
に
と
も
な
う
地
域

と
し
て
必
要
な
研
究
調
査
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
の
盤
備

な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
、

周
辺
地
域
と
連
絡
を
と
り
、
園
、
県
お

よ
び
建
設
担
当
諸
機
関
に
対
し
、
早
期

建
設
を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

促
進
協
議
会
の
構
成
メ

ン
バ

ー
は
、

市
、
市
議
会
、
農
業
委
員
会
、
自
治
会

連
合
会
、
商
工
会
議
所
、
三
農
協
な
ど

市
内
各
種
団
体
の
代
表
七
十
七
名
で
、

会
長
に
は
石
井
市
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
当
日
の
促
進
協
議
会
で
決

っ
た
今
後

の
運
動
方
針
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
建
設
促
進
を
要
請
す
る
た
め
、
園
、

県
お
よ
び
建
設
担
当
関
係
機
関
な
ど

へ
陳
情
活
動
を
実
施
す
る
。

②
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
地
域
と
の
連

携
を
は
か
り
、
建
設
計
画
に
つ
い
て

佐
久
市

・
上
越
市
聞
は

む
A

の
調
査
、
情
報
交
換
な
ど
を
実
施
す

る
。

③
上
田
市
の
対
応
に
つ
い
て
、
関
係
諸

団
体
の
協
力
の
も
と
に
研
究
調
査
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
先
進
地
域
の
視
察
調

査
を
実
施
す
る
。

④
建
設
計
画
お
よ
び
促
進
運
動
の
状
況

に
つ
い
て
、
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

⑤
そ
の
他
、
必
要
な
事
項
の
活
動
を
推

進
す
る
。

開
通
に
よ
り

経
済
を
主
体
に
発
展

関
越
道
上
越
線
建
設
計
画
は
、
昭
和

四
十
七
年
六
月
、
群
馬
県
藤
岡
市
か
ら

長
野
市
に
至
る
約
百
二
十
三
川
、
さ
ら

に
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
、
長
野
市
か

ら
新
潟
県
上
越
市
ま
で
の
約
七
十
回
が

基
本
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
、
建
設
に

関
し
て
の
基
礎
的
な
調
査
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

首
都
圏
か
ら
内
陸
部
を
経
過
し
て
日

本
海
地
域
を
結
ぶ
関
越
道
上
越
線
は
、

道
路
交
通
の
利
便
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
、
周
辺
地
械
に
お
け
る
政
治
経
済
、

教
育
文
化
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
、
え

ま
す
。
特
に
、
自
動
車
に
よ
る
吐
古
市
圏

ま
ま
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
、

佐
久
、
長
野
聞
は
土
田
市
に
と

っ
て
長

な
関
連
が
あ
り
、
具
体
的
な
建
設
計

の
拡
大
、
物
資
流
通
の
円
滑
化
に
よ
る

商
圏
の
拡
大
、
き
ら
に
産
業
活
動
の
活

発
化
に
と
も
な
う
雇
用
め
増
大
、
農
業

生
産
に
お
け
る
大
消
代
地
へ
の
食
間
供

給
の
明
大
な
ど
経
済
基
盤
を
、
主
体
と
し

た
発
展
が
子
組
さ
れ
ま
す

防
災
訓
練
に
伴
う

路
の
交
通
規
制

上田市関越道上越線建設促進協議会の設立総会(4月23日、上田市役所で)



へ
陳
情
活
動
を
実
施
す
る
。

②
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
地
域
と
の
連

携
を
は
か
り
、
建
設
計
画
に
つ
い
て

佐
久
市
・
上
越
市
問
は

依
然
基
本
計
画
の
ま
ま

国
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
昭
和
五
十

三
年
十
一
月
、
群
馬
県
藤
岡
市
か
ら
佐

久
市
の
間
六
十
九
加
を
整
備
計
画
線
と

し
て
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
、
日
本
道

路
公
団
に
施
行
命
令
を
出
し
、
具
体
的

な
建
設
調
査
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
ひ
き
か
、
之
、
佐
久
市
か
ら
上

田
市
を
経
て
長
野
市
、
上
越
市
に
至
る

地
域
に
つ
い
て
は
、
依
然
基
本
計
画
の
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せ
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
政
治
、
経
済
、

教
育
文
化
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
、え

ま
す
。
特
に
、
自
動
車
に
よ
る
生
活
圏

ま
ま
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
、

佐
久
、
長
野
聞
は
上
田
市
に
と
っ
て
重

要
な
関
連
が
あ
り
、
具
体
的
な
建
設
計

阿
決
定
の
遅
延
は
、
全
国
的
に
幹
線
'M動

車
道
斐
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

後
進
地
域
と
し
て
不
利
な
結
果
を
招
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
幹
線
自
動
車
道
は
秩

序
あ
る
建
設
計
画
に
よ
っ
て
全
線
が
開

通
し
て
こ
そ
、
そ
の
使
命
が
達
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
佐
久
市
か
ら
先
の
基

本
計
画
線
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
建
設

計
画
の
早
期
決
定
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

山梨県

で<<1liu計伊'1決定路線

の
拡
大
、
物
資
流
通
の
円
滑
化
に
よ
る

商
圏
の
拡
大
、
さ
ら
に
産
業
活
動
の
活

発
化
に
と
も
な
う
雇
用
の
増
大
、
農
業

生
産
に
お
け
る
大
消
費
地

へ
の
食
柑
供

給
の
増
大
な
ど
経
済
基
盤
を
主
体
と
し

た
発
展
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

防
災
訓
練
に
伴
う

筋
辺
道
路
の
交
通
規
制

〈

5
月
引
日
出

午
前
問
時
l
同
日
時
列
分
〉

「広
報
う
、
え
だ
」
五
月
一
日
発
行
第
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道
路
入
口
に
交
通

八
一
四
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
第
指
導
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
の
で
、
お
た

一
回
上
田
市
防
災
訓
練
」
を
実
施
す
る
ず
ね
く
だ
さ
い
。

の
に
伴
い

、
五
月
三
十

一
日
出
は
、
左
な
お
、
交
通
規
制
内
地
域
で
の
路
上

図
の
よ
う
に
口
部
分
内
の
道
路
は
、
午
駐
車
は
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
の
妨

前
十
時
か
ら
同
十
一
時
三
十
分
ま
で
交
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
車
両
の
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

通
行
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ

基本，j十回I決定路線
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の春

四
月
二
十
九
日
に
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
次
の
三
人
の
方
々
が
、
勲
四
等
瑞

宝
章
な
ど
、
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

。
帯
四
等
瑞
宝
章
西
川
伊
次
郎
さ
ん

(
七
十
歳
中
央
三
|
二
|
四
)
西
川

さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
、
上
田

市
議
会
議
員
に
当
選
、
以
米
同
三
十
八

年
凶
月
ま
で
の
十
二
年
間
市
政
に
参
画

さ
れ
、
こ
の
間
、
市
議
会
副
議
長
、
市

議
会
議
長
な
ど
の
要
臓
を
歴
任
さ
れ
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
上
回
産
業
道
路
事
業
推
進
、
上

田
市
民
会
館
建
設
い
事
業
推
進
な
ど
地
域

産
業
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
武

献
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
、
長
野

県
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
同
五
十
年

四
月
ま
で
の
八
年
間
県
政
に
参
画
さ
れ
、

こ
の
問
、
決
算
特
別
委
員
長
、
民
政
委

員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
ス
ー

パ
ー
林
道
南
ア
ル
プ
ス
線
推
進
、
長
野

県
民
業
開
発
公
社
設
立
推
進
な
ど
地
方

自
治
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
動
五
等
双
光
旭
日
章
川
村
憲
三
さ

ん

(
七
十
五
歳
中
央
西
一
ー
|
九

l
一

f
E
U
川
川
叫
刊
え
C
J
ん

川
は
問
、
叩
町
制
刊
=
-
斗
l
品
ル
停
申
l

、

勲五等双光旭日章

川村憲三さん

上
田
市
立
市
明
小
学
校
長
を
退
職
さ
れ

た
後
も
、
本
州
大
学
(
現
長
野
大
学
)

上
回
女
子
短
期
大
学
で
学
生
課
長
、
事

務
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
五
十
年
も
の

問
、
学
校
教
育
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
削、

上
回
小
県
・
小
中
学
校
長
会

会
長
、
上
田
小
県
教
育
会
会
長
、
上
回

小
県
誌
刊
行
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
の
教
育
に
対
し
て
前
向
き

に
取
り
組
ま
れ
る
態
度
は
、
多
く
の
同

僚
、
父
凡
な
ど
か
ら
川
市
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
に
つ
い
て
も
五
十
年

以
上
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
、
い
く
つ
か

の
狩
古
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
現トれ

も
上
田
市
文
化
財
保
護
委
員
長
、
社
団

法
人
長
野
県
文
化
財
保
必
協
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
働
問
五
等
双
光
旭
日
章
平
尾
義
雄
さ

ん

(
七

十

五

歳

常

凹

二
|
二
三
|
二

七
)
平
尾
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
、

丸
子
町
立
丸
子
中
学
校
長
を
退
職
さ
れ

る
ま
で
の
三
卜
七
年
間
、
教
育

一
筋
に

精
進
さ
れ
、
こ
の
間
、
上
田
小
出
町
・
小

中
学
校
長
会
会
長
、
上
田
小
川
町
教
育
会

会

K
な
v-
の
ゆ
有
臓
を
M
W
H
U
ぐ
れ
ま
し
た
ハ

平
尾
さ
ん
の
円
満
な
人
格
と
熱
烈
な

教
育
愛
は
、
多
(
の
子
弟
同
僚
か
ら
深
い

聖域五等双光旭日章

平尾義雄さん

信
頼
と
尊
敬
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
上
田
市
教
育
長
を
務
め
ら

れ
、
五
か
年
計
画
に
よ
る
東
小
・
三
中
・

丘
中
な
ど
の
校
舎
の
新
改
築
、
中
学
校

五
校
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
設
な

ど
学
校
教
育
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
教
育
長
と
し
て
社
会
教
育
に
も
力

を
一
圧
が
れ
、
国
分
寺
史
跡
の
発
堀
調
食

と
国
分
寺
史
跡
公
園
の
創
設
、
染
屋
台

上
の
県
立
野
球
場
設
立
な
ど
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

ニ
氏
が
受
章

一札
川
三
H

「
巡
法
記
念
日
」
に
、

市

内
に
お
住
ま
い
の
次
の
お
二
人
が
、
県

知
事
表
彰
を
め
で
た
く
受
点
弔
さ
れ
ま
し

た
。

。
産

業

功

労

者

竹

内

正

さ

ん

(六

十
五
歳
大
字
別
所
出
泉

一
六

O
」
ハ
|

二

竹
内
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
、
別

所
温
泉
観
光
協
会
長
の
要
職
に
就
か
れ
、

以
米
持
ち
前
の
活
動
力
と
山
ト
縫
し
た
指

、t
H
J
-
K
中
子

L
、
'
品
川
也
一

t
-
h打、，

4

7

J

i

Z

I

l

-

-

文
化
財
な
ど
を

「信
州
の
鎌
含
」
と
し

て
、
全
国
的
に
'
知
名
度
を
高
め
き
せ
る

公
ど
、

別
所
温
泉
の
観
光
事
業
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
一T
十
二
年
四
月
、
別
所

村
村
会
議
員
に
当
選
、
以
来
庖
田
町
町

会
議
員
、
上
田
市
議
会
議
員
な
ど
二
十

三
年
問
、
議
会
議
員
と
し
て
敏
腕
を
振

わ
れ
、
上
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
相

染
問
」
建
設
促
進
な
ど
、
地
方
自
治
の

発
展
、
育
成
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

。
産
業
功
労
者
猪
坂
恵
一
さ
ん

(八

十
二
歳
中
央
六
|
四
|
一
一
六
)
緒
坂

さ
ん
は
、
特
に
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和

初
期
に
お
け
る
蚕
糸
業
の
不
況
期
に
、

蚕
糸
傾
の
新
用
途
の
研
究
、
開
発
に
努

力
さ
れ
、
「
蚕
糸
の
都
」
上
回
の
法
礎

を
築
く
と
と
も
に
、
全
国
に
そ
の
名
を

頒
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
県
蚕
糸

業
会
理
事
、
県
繊
維
協
力
会
委
貝
、
県

蚕
糸
業
審
議
会
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
長
野
県
蚕
糸
業
界
の
発
展
に

ド
以
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
卜
二
年
二
月
、
上
回
商

工
会
議
所
理
下
に
選
任
さ
れ
、
以
来
二

十
瓦
年
間
、
工
業
委
貝
長
、
経
済
政
策

委
貝
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市

産
業
界
の
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。



ん

(
七
十
五
歳

中
央
西

一
-
|
九
l
一

五〕

川
村
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
、

平
尾
さ
ん
の
円
満
な
人
格
と
熱
烈
な

教
育
愛
は
、
多
く
の
子
弟
同
僚
か
ら
深
い

田
地
区
一
伶
の

文
化
財
な
ど
を
「
信
州
の
鎌
倉
」

と
し

て
、
全
国
的
に
知
名
度
を
高
め
き
せ
る

に
舎
の
陣

まさは識 と述うりまよど上よるだ 伸 し今に謝に 大田
すんか長続功 べ おご aす い う げ り たき展表ア二年基 の 持こ会市市
がが J かい併た願支ま上かる市めま 1 に l~~ 0 はづ意にの議功制

「受らて主主あい援す回今こ政、し多式 次いを功功 室 労砲
住今章お 、をと申とご市後と功上た年で のて表労労で者行
み後者祝 来 手、しご健にとと労回 }J 献は 七行しの者行表記
よとをい筑波ー上協勝築もい者市々身、 名わであ表わ彰念、
いも代の そ し人げ力にき、たと表の的石 のれ、 つ 彰れ式日
明、表ニ代まひまをてあよしし彰 ごな 井 方て上たはまがの
る微しと 表 しとす賜、げり孟て規功ご市 がい回皆 、し 、五
い力てば し たり」わ各て豊し、則績 i舌長 受る市さ市た市月
街 で遠が て 。にとり般いか ξ 表 墾 を 躍 が 章も表ま政 c 役一
づは藤あ市 表式まにくな し彰 ニ たを「 さの 彰 に の 所臼
くあ弥 つ 議 彰辞すわた住 申条たい市 れで規、た 六
リリ 重た会 状をよためみ しにえた政 ま 、 則 感 め 階上

騨ー投票 は 選挙期日 に騨人伊属す;

る投票区の投票所において選挙人名簿と対照された後、j

投票用紙の交付を受 けます。 そして投票管理者、投票:

立会人の立会いのもとに、投票記載所で投票 用紙に候 i

補者の氏名を記載し投票箱に投函します。以上 が投票 i
に関する基本的な原則ですが、これらの原則には次の ;

例外もあります。 J

o記号式投票一一記号式投票制度は、地方公共団体の ， .... "'--..._--"" •• ••• -

議会の議員及び長崎挙に限り、条例 ) ~aS5.4去 を. 回全守主注ふ h ‘
咽圃..~ {U 1111 J.‘，..:1ι ... ~" .l.. 

で定めるところにより採用できること : 一一四 v晴山ιご勾〆日帯、都入
とされています。記号式投票 ではあら{

か じめ投票用紙に候補者の氏名が印刷 i

されていて、これにOの記号を白書、 i 

ま抗た {はω立ωOのぽ記号引をあ川らわ叶す印向を押附すこゴ;

とによ つて投票します。 j 去長
上田市では、市長選挙が記号式で行列 :丸 二

れています。 trr
O 代理投票一一一一手をいためていたり、字を知らない /

ために字が書けないなどの場合、投票{

所で申し出れば補助者が代 わっ て投票 i
する方法です。 ，

O不在者投票一一ー投票 当日やむを得ない仕事や病気の 1‘ -
ため投票所に行っ て投票できない人ヵぺ幻 rH~J色 3U4ト

~ t ~ 之助ニ三本車ノへ投票 日の前にあらかじめ投票 できる帝IJ} ! ニ'
度です。

少年出張相談を開設 ; 
6月は川西公民館などで i 

少年出張相談を下記のとおり聞きますが、相談を希 7

望される方は、あらかじめ社会課青少年係(宮 @4100} 

内線379)へ 申し込ん でいください J 

6月6日後) 社 会 福 祉 協 議 会 (第二中学校前) t 
6月12日同川西公民館 f 

時間は両会場とも ; 

金 の部午後l時30分 -4時30分 i 
夜 の部午後7時 -9時 i 

だ一一一(貯結湖沼) 第 81.)号~

に
務
め
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
c

功
労
表
彰
者
・
七
名

(
五
十
音
順

マ
池
田
英
雄
さ
ん

マ

遠
藤
弥
重
さ
ん

マ
大
原
春
正
さ
ん

マ
小

林

優

さ

ん

マ
竹
内
ミ
ツ
メ
さ
ん

マ
氷
井
和
巳
さ

ん

マ

西

川
秀
栄
さ
ん

えつー (5)一一一一-昭和55年 5月16日 広報

⑧ 選挙の知識
i&i 
フ]"':::t支輸 J

式辞を述べる石井市長

石井市長(左)に受章者 を代表し て謝辞を述べる遼緩さん
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胃
検
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の
す
す
め
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現
在
、
わ
が
国
の
ガ
ン
死
亡
者
は
、
一

年
間
で
十
五
万
人
を
越
え
、
そ
の
半
数

近
く
が
胃
ガ
ン
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
胃
カ
ン
に
よ
る
死
亡
は
、

ガ
ン
死
亡
の
第
一
位
で
、
昨
年
は
四
十

一
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ

ン
は
働
き
盛
り
の
三
十
か
ら
六
十
歳
代

に
一
番
多
く
、
ま
た
男
性
は
女
性
の
四

倍
も
ガ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
は
、
発
見
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
治
り
や
す
く
、
早
期
の
ガ
ン
は
一

O

O
%治
り
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
の
ガ

ン
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
自
分
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
カ
ン
は
急
激

に
は
広
が
ら
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
広
が
リ
、
自
覚
症
状
，
か
出
た
時
に

は
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。

5月9目、市民の森で、 市の権樹祭が

行われました。

あいに く小雨の天気でし たが、約 110人

の参加者は、|時間30分ほどで4，00日本のヒ

ノキの苗木を植えまし た。

早
期
発
見
、
胃
検
診
が
一
番

「
バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
の
が
い
や
だ
」

「
自
分
は
ガ
ン
の
家
系
で
は
な
い
」
「
体

が
丈
夫
だ
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
検
診

を
受
け
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
バ

リ
ウ
ム
は
以
前
よ
り
飲
み
や
す

い
も
の
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

H

ガ
ン
の
早
期
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

症
状
が
で
て
か
ら
で
は
遅
い
。
と
い
う

こ
と
を
頭
に
入
れ
、
三
十
五
歳
を
す
ぎ

た
な
ら
、
年
に
一
回
は
胃
検
診
を
受
け

る
よ
、つ
に
し
ま
し
ょ
、っ
。

ま
た
、
胃
の
調
子
が
お
か
し
い
、
食

欲
が
な
い
、
や
せ
て
き
た
、
食
物
の
好
み

が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
症
状

の
あ
る
方
は
、
決
し
て
遅
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に

専
門
医
で
胃
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
月
か
ら
青
検
診
を
実
施

追
加
・:
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
昨
年
初
回
で
二
回
接
種
し
て

市
で
は
、
三
十
五
歳
以
上
の
希
望
者

を
対
象
に
、
五
月
十
九
日
か
ら
検
診
車

に
よ
る
胃
集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

五
月
は
塩
尻
、
西
部
、

北
部
、
東
部
地

区
。
六
月
は
神
科
、
豊
殿
、

神
川
地
区
。

七
月
は
城
下
、

川
辺
、
泉
田
、
南
部
、

中
央
地
区
。
八
月
は
塩
田
、

川
西
地
区

で
す
。
な
お

胃
検
診
の
申
し
込
み
を
さ

れ
て
い
な

い
方
で
、
胃
検
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮

②
4
1
0
0
内
線
2
8
9
)
へ
二
連
絡

く
だ
さ
い
c

胃
検
診
で
注
意
す
べ
き
点
は

胃
の
中
に
水
や
食
物
が
あ
り
ま
す
と

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
影
が
で
き
、
ガ
ン

や
治
時
に
間
違
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
診
の
前
日
の
夜
九
時
か
ら
は
水
や
食

物
な
ど
何
も
と
ら
な
い
で
(
当
日
の
朝

食
も
と
ら
な
い
で
)
会
場
へ
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。
特
に
、
女
性
は
朝
食
の
味

見
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

検
診
で
は
問
診
の
際
、
下
剤
を
お
渡

し
し
ま
す
が
、
こ
の
下
剤
は
家
に
帰
っ

た
ら
す
く
に
お
飲
み
く
だ
さ
い
。
検
診

の
当
日
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
早
く
体
内
か

ら
出
す
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
水
分
や

野
菜
類
を
た
く
さ
ん
と
り
ま
し
ょ
う
。

胃
検
診
が
で
き
な

い
方
は

市
の
胃
集
団
検
診
で
、
検
診
を
う
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
1
1
1
三
十
五

歳
未
満
の
方
、
す
で
に
習
の
手
術
を
し

て
い
る
方
、
妊
娠
し
て
い
る
方
な
ど
で

今
回
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
次
回
に
お
受
け

く
だ
さ
い
。

す
が
、
一
人
で
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
衰
弱
し
て
い
る
方
も
ご
注
意
く
だ
さ

ま
た
、
現
在
何
か
の
病
気
で
治
療
中

の
方
は
、
主
治
医
と
ご
相
談
の
上
、
検

診
を
、
つ
け
て
く
だ
き
い
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

住
み
よ
い
環
境

六
月
は
、
環
境
保
護
月
間
で
す
。

私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
に
対
す
る

認
識
を
深
め
、
そ
の
環
境
を
よ
り
よ
い

も
の
に
す
る
た
め
、
市
で
は
こ
の
期
間

中
に
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
長
お
よ
び

電
話
番
号
の
変
更

四
月
一

日
付
の
「
広
報
う
え
だ
」
で
、

五
十
五
年
度
の
自
治
会
長
名
簿
を
拍
載

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
自
治
会
長
お

よ
び
電
話
番
号
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
自
治
会
長
の
変
更
v

マ
久
保
林
自
治
会
長
西
沢
吉
次
郎

電
話
@
1
0
8
5

〈
電
話
番
号
の
変
更
v

マ
小
泉

自

治

会

長

宮

崎

真

平

電
話
@
9
5
6
1

マ
学
海
北
自
治
会
長

電
話
@
6
7
9
7

斉
藤
敏
雄

行事名 説 R明

町11ハトロール
市内主要河川のノ‘トロールを全市いっせ

いに実地τ

不法投棄調盗
菅平有料道路周辺はじめ幹線連絡道路河

川敷などの調査ヨ

特定施設、一般I莞 特定施設、一般廃棄物の保管状況調査と

棄物保管状況調査 指導。
トー

し尿浄化そう管理 市内に設置してあるし尿浄化そうの水質

指導 検査にあわせて、維持管理と調査指導 3

トー

家庭雑排水浄化対 県下一斉の啓蒙指導に合わせて設置促進

少塙. 

と設置者の維持管理指導を実施。
トー

王要河川および農 PH、BOD、ss、DO電導度、 NP、その

業用水の水質調査 他について調査。
卜~

河111:量議会活動指 市内各河川愛護会の活動指導。

嘩

環境保護月間行事予定表
の
健
康
状
態
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
体
温
は
必
ず
計
り
、

そ
れ
を
問
診
察
へ
記
入
の
上
、
母

問
む
冶
州
日
l
U

3
2
3
健
康
診
査

一一一



に
は
広
か
ら
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
っ

ち
に
広
が
り
‘
自
覚
症
状
が
出
た
時
に

~.: (Ull和27if12JI22 H ¥ 恥
T二一一一-¥都3州;他物:ii:'r) 机 H15ち~

今
川
暗
闇
」

軽

自

動

車

税

全

期

国
民
健
康
保
険
税
第

2
期

収
税
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

2
4
1
・有
線
②

0
6
9
1

今
月
の
納
税
は
、
蛙
向
動
車
税
・
全

朋
と
凶
民
健
康
保
険
税
・
第
二
期
で
す
。

税
金
は
、
納
期
内
に
納
入
さ
れ
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
今
月
の
納
期
限

は

i
月
三
ト
一
日

ωで
す
。

え

納
税
で

心
の
ふ
れ
あ
う

町
づ
く
り

つー (7)一一一一昭和55年 5H 16日 広報

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
指

定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

初
回
:
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
五

十
二
年
三
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
供
さ
ん
。

今
月
か
ら
胃
検
診
を
実
施

追
加
丘
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
昨
年
初
回
で
二
回
接
種
し
て

あ
る

f
仰
さ
ん

〈
日
程
・
会
場
〉

ι表
の
と
お
り
。

〈
注
意
事
項〉

①
五
月
に
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

(小

児
マ
ヒ
)
を
受
け
る
子
供
さ
ん
は
、

歳
未
満
の
方
、
す
て
に
胃
の
手
術
を
し

て
い
る
方
、
妊
娠
し
て
い
る
方
な
ど
で

今
回
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
次
回
に
お
受
け

く
だ
さ
い
。

②
七
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
・

B
C
G
接
持
を
受
け
る
子

供
さ
ん
は
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種

を
受
け
て
二
週
間
を
経
過
し
て
か

ら
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

③
接
種
を
受
け
る
時
は
、
子
供
さ
ん

の
健
康
状
態
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
体
温
は
必
ず
計
リ
、

そ
れ
を
問
診
票
へ
記
入
の
上
、
母

子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
持
参
し
て

く
穴
さ
い
。

④
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
指

定
さ
れ
た
会
場
へ
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

実施日
lヨミb、 場 大す 象 地 区

l回目 2回目

di!孟問母子健康セ ンター 中1lK_1iI
5 6 
月 月

農協神川卓業所 大屋・岩下.l沢・問分・ J)，'!l.上抗J:
30 12 
日 日

d1健康セ ン タ ー
踏入・泉町T. I 二常 m ・ r~，常国・ f下L〉常 i日・北 'l;~ 凶・材木町
W，slY'iN型!'>>IT原mf・袋IlIf.馬 sIl・ FB町r.)LtJillIIlT.木町]

上 野 ヵ 、 丘 公 民 館
知l山・伊勢屋山・神科新屋・![!-[-竹・西'I!i'竹・笹井・五士見f;
岩門.ttさ

6 6 
新田区民会館 上川原料[llIr[.下川原料[1田T.緑が丘・新屋 ・緑が丘北・緑が丘四

月 月
3 13 

)11 辺 町 会館 川辺町 ・下之条・築地・束築地
日 日

森 ムi':: 民 官官 盟b投全区

6 6 
市川西社会制祉センタ ー 川西全 区

月 月
農協神 川 卒業所

下~I'i木 ・ みすず台南・みすず台北 ・ 上15木 ・怖が丘

5 17 久保林.PAT[i-

日 日
農協城下事業所 小牧・諏訪形・5民)I[・中村・三好町・朝日ヶ丘・半過

rli!革問母チ健康センター 東塩田・西J:1i;回・別所

6 6 
上嵐尻公民館 秋和・上塩尻・下血尻

月 月
6 19 

市健康センター
南天神町・ ~t天神町松尾町・鷹-新匠町町・ ・本町・ 末広町・大手町

日 日 北大手・下紺屋町・鎌原・西脇 諏訪部・生塚・ 1~-~空間I 城北

)1[ 辺 町 会館 上田原・神畑・倉チ|・福田・吉 田

6 6 
新田区民会館

ま愛iIT宕回町・上鍛治町・鍛治国T.上房山・下房 山・上紺屋町 ・柑11田T

月 月
農協 城 下 事業所 御所・中之条・千出町

10 20 
日 日

上野が丘公民館 蛇れ・金j-1ニ・山口・大久保・長島・金剛寺

日本脳炎予防接種目程表

乳
幼
」
健
康
診
査

コ
玉
戚
旧
ノ

六
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
貨

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※時間は各会場とも午 後 1時30分 - 2時3日分 。

程表

~t勿1 市健康セ ンタ ー 市1証国母千健康セン 7- rli"11自社会福祉センター 吾閑dグ〉

4か月児 9か月児 1歳6か月児 4.9か月児 4.9か月児 会場
r行総 w 市t包回 Htf-

対 センタ 健J品セン7ー

象 55年2月 55年2・3月生
地区新市内|旧市内 I孟[1全区

児
55年2月生 54年9月生 53年12月生

54年9月生 54年9・10月

対象児
地区 百院副院

塩田全区 川西全区
52年5月生 52年5・6月生

6月 17 日 12 日 6月 13日

=歳児健康日乳幼児健康 診 査

新 11i内一.1孟尻・川辺.rN_回・神川・神科・盟殿

|日市内…東部・南青[1・中央・北部・闘部・城下



朝
日
ヶ
丘
児
童
館
の

ご
利
用
を
・
.

い
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
利
用
く

だ
さ
い
。

開
館
時
間
・
・
・
四
月
か
ら
九
月
(
春
・夏
)

ま
で
は
、
午
後
一
時
か
ら
同
五
時
ま

で
。
十
月
か
ら
三
月
(
秋
・
冬
)
ま

で
は
、
午
後
一
時
か
ら
同
四
時
三
十

分
ま
で
。

休
館
日
・
:
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年

末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌

年

一
月
三
日
ま
=
で
)

そ
の
他
:
・
児
童
の
福
祉
増
進
事
業

(
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
)
に
従
事
さ
れ
る

方
も
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児
童
保
育
課
家
庭
兜
童
相
談
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
1

上
田
市
で
初
め
て
の
児
章
露
と
し
て
、

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
朝
日
ヶ
丘

児
童
館
は
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
満

六
歳
以
上
、
満
十
八
歳
未
満
の
児
童
の

健
全
な
育
成
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
児
童
館
は
、
下
記
に
し
た
が

市
営
住
宅
(
第
二
種
)
の

つ
く
ら
れ
た
施
設
を
題
材
と
し
た
「
第

十
二
回
簡
保
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
多
数

所
得
・
資
産
・
納
税

証
明
書
の
交
付
を

請
求
さ
れ
る
方
へ

市
民
税
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
2

有
線
②
0
6
1
1

長野大学ボランティアのお姉さんと一緒に遊ぶ子イ共たち(朝日ヶ丘児童館で)

勤
務
先
、
官
公
庁
、
金
融
機
関
な
と

へ
提
出
す
る
た
め
の
所
得
証
明
書
、
資

産
証
明
書
、
納
税
証
明
書
の
交
付
は

次
に
よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
証
明
書
の
請
求
は
、
本
人
ま
た
は
生

計
同
一
家
族
の
方
に
限
り
ま
す
。
(
た

だ
し
、
資
産
証
明
は
相
続
人
も
含
み

ま
す
)

②
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

③
印
鑑
と
証
明
手
数
料

一
件
に
つ
き
百

円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
現
況
届
は

6
月
刊
日
ま
で
に

児
童
保
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
8
3

しに 童
現て 、手 児

is (児 当 童
目だ 童の 手
のき ( 現 当
用い 民 況を
抵 。生届 受
11 ~ を け

委 六 て
児員 月 い
童き 十る
委ん 白人
員 へ(刈は
き 提 ま
ん 出 で 児

ツ
を
通
じ
て
、
健
康
の
保
持
と
体
力
の

増
強
、
お
よ
び
相
互
の
親
睦
を
M
一る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
「
第
六
回
上
小
地

が
お
届
け
し
ま
す
。

児
童
手
当
の

該
当
者
は
手
続
き
を

児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

①
令
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前

(中
学

を
卒
業
す
る
ま
で
)
の
児
童
で
あ

ヲ
ゐ
こ
〉
」
。

②
前
年
の
所
得
が
、
二
疋
額

(例
え

ば
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
、
三
百

五
十
二
万
六
千
円
)
に
満
た
な
い

こ
井
、

〈
手
続
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
児
童
保
育
課
家
庭

児
童
相
談
係
か
、
豊
殿
・
塩
田
・
川

西
の
各
支
所
へ
、
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
口
座
通
帳
を
持
参
し
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
や
公
共
企
業
体
の
職

員
の
皆
さ
ん
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
、
え
て
三
人
目
か
ら
、
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
二

人
に
つ
き
月
額
五

千
円
で
す
。

た
だ
し、

市
民
税
の
所
得
割
り

の
な

い
世
止
m
は
、
同
円
絡
州

2
7
T
E
E
m円
で

み

1

が
聞
き
と
り
に
く
い
方
に
便
利
で
、
最

近
発
売
さ
れ
た
商
品
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
普
通
の
電
話
機
と
し
て

マ
イ
マ
イ
ガ
を

徹
底
防
除
し
よ
う

農
林
課
林
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
2
4

有
線
②
0
7
6
2

昨
年
、
一
昨
年
と
ほ
ぼ
上
田
市
全
域

に
被
害
を
与
え
た
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
「
ハ

ラ
ア
カ
マ
イ
マ
イ
」
が
、
今
年
も
発
生

し
始
め
ま
し
た
。
特
に
、
夜
間
電
燈
が

つ
い
て
い
る
周
辺
の
樹
木
、
家
屋
の
壁

な
ど
に
住
み
つ
い
て
い
る
巣
か
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。

発
生
初
期
は
、
巣
に
か
た
ま
っ
て
い

る
の
で
薬
剤
散
布
が
大
き
な
効
果
を
上

げ
ま
す
。
今
の
う
ち
な
ら
、
桑
固
な
ど

農
作
物
へ
の
薬
害
が
少
な
い
の
で
、
初

期
防
除
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
幼
虫
は
、
天
気
の
良
い
日
に
糸

を
出
し
て
ぶ
ら
さ
が
り
、
風
に
飛
ば
さ

れ
て
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
で

地
域
を
見
回
り
、

早
期
発
見
、
早
期
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

散
布
用
薬
剤
は
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク

ス
乳
剤
(
一
千
倍
液
)
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
粉
剤
(
十
ア
ー
ル
当
り
四
旬
以

上
使
用
)
、
サ
リ
チ
オ

ン
及
び
ス
ミ
チ

オ
ン
乳
剤
(
一
千
倍
液
)
ま
た
は
粉
剤

(十
ア
ー
ル
当
り
四
旬
以
上
使
用
)
が

あ
り
ま
す
。

齢
帆
ι

布
方
辻
同
な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
林

調
疎
品
刊
社
功
印
昨
へ

わ
め
同
町
久
hu

件、
t
、
ト、主、汁
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市
営
住
宅
福
二
種
)
の

入
居
者
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
(
今
回
は

第
二
種
住
宅
に
限
り
ま
す
)
を
、
六
月

二
日
聞
か
ら
六
月
三
十
日
間
ま
で
募
集

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ

り
管
理
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
・:上
田
原
団
地
、
梅
が
丘
団

地
、
桜
台
団
地
、
内
堀
団
地
で
、
い

ず
れ
も
第
二
種
住
宅
に
限
り
ま
す
。

資
格
・
:
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

勤
め
先
き
の
あ
る
人
で
住
宅
に
困
っ

て
い
る
人
。
②
同
居
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人
。
③

市
営
住
宅
入
居
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人
。
例

l
給
与
所
得
者
で
扶
養
親

族
一
人
の
場
合
(
第
二
種
住
宅
)
年

間
収
入
百
五
十
七
万
一
千
九
百
九
十

九
円
以
下
。

え一(9)一一一一昭和55年 5月16日 広報う

簡
保
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
の
資
金
で

つ
く
ら
れ
た
施
設
を
題
材
と
し
た
「
第

十
二
回
簡
保
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
多
数

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈テ

l
マ〉

簡
保
資
金
で
つ
く
ら
れ
た
施
設

(学

校
、
公
営
住
宅
、
道
路
、
市
町
村
庁

舎
、
橋
な
ど
)
の
明
る
い
作
品
。

〈
写
真
の
サ
イ
ズ
〉

カ
ラ
ー
は

ス
ラ
イ
ド
三
十
五
ミ
リ
以

上
、
白
黒
は
四
ツ
切
り
。

〈
応
募
先
v

最
寄
り
の
郵
便
局
。

〈
募
集
期
間
〉

七
月
三
十
一
日
附
ま
で
。

〈
賞
〉カ

ラ
ー
、
白
黒
の
両
部
そ
れ
ぞ
れ
に

:
:
:
郵
政
大
臣
賞
一
点
、
賞
金
五
万

円
、
タ
テ
。
簡
易
保
険
局
長
賞
二
点
、

賞
金
三
万
円
、
タ
テ
。
簡
保
資
金
研

究
会
理
事
長
賞
五
点
、
賞
金

一
万
円
、

タ
テ
。
簡
保
資
金
研
究
会
理
事
長
賞

四
十
点
、
賞
金
五
千
円
、
タ
テ
。

な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
し

て
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
v

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
。

第
6
回
、
上
小
地
区

心
身
障
害
者
体
育
大
会

心
身
障
害
者
の
皆
き
ん
が
、
ス
ポ

l

に
、
児
童
(
民
生
)
委
員
さ
ん
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
児
童
委
員
き
ん

ツ
を
通
じ
て
、
健
康
の
保
持
と
体
力
の

増
強
、
お
よ
び
相
互
の
親
睦
を
明
一る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
「
第
六
回
上
小
地

区
心
身
障
害
者
体
育
大
会
」
が
、
上
小

の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
な
ど
の
主
催

で
聞
か
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
多
数
の
方
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
五
月
二
十
五
日
側
、
午
前
九

時
集
合
。

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
営
陸
上
競
技
場
。

参
加
者
・
・
・
上
小
地
区
の
心
身
障
害
児
者
。

観
技
種
目
・:
ト
ラ

ッ
ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
。

福
祉
用
電
話

お
年
寄
り

聴
覚
障
害
者
に
便
利

上
回
電
報
電
話
局

宮
⑫

4
0
0
0
(
無
料

お
年
寄
り
ゃ
耳
の
ご
不
自
由
な
方
に
、

電
話
を
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
用
電
話
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
・
で
、
六
回
に
分
け
て
い
く
つ
か
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
二

回
目
で
す
。

〈
そ
の

2
〉

シ
ル
バ
ー
ホ
ン
。
ひ
び
き
。

相
手
の
声
を
頭
部
の
骨
に
振
動
さ
せ

て
聞
く
、
骨
伝
導
方
式
の
電
話
機
で
す
。

音
を
大
き
く
し
た
だ
け
で
は
聞
き
と
り

に
く
い
と
い
う
方
や
高
い
音
、
低
い
音

千
円
で
す
。

た
だ
し
、
市
民
税
の
所
得
割
り
の
な
・

い
世
帯
は
、
月
額
六
千
五
百
円
で
す
。

が
聞
き
と
り
に
(
い
方
に
便
利
で
、
最

近
発
売
さ
れ
た
商
品
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
普
通
の
電
話
機
と
し
て

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

工
事
費
:
・
二
千
円
。

使
用
料
・
:
月
額
、

九
百
円
。

難
病
で
お
悩
み
の
方
へ

医
療
福
祉
相
談
を

実
施
し
ま
す

上
回
保
健
所
宮
⑫

1
2
6
0

原
因
不
明
、
治
療
方
法
未
確
立
(
難

病
)
の
病
気
に
，
か
か
っ
て
い
る
人
は
、

一
生
が
い

闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

と
き
に
は
回
復
し
て
も
社
会
や
職
場
に

復
帰
す
る
こ
と
が
、
困
難
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
を
含
め
て
日

常
か
か
え
る
諸
問
題
は
複
雑
多
岐
に
わ

た
り
、
そ
の
内
容
は
深
刻
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
病
気
で
苦
し

ま
れ
て
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
悩
み
、

迷
い
な
ど
の
解
決
を
図
り
、
よ
り
明
る

く
充
実
し
た
日
々
を
過
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
医
療
と
福
祉
が
一
体
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

l
ス
ご
と
に
相
談
に
あ

ず
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談
さ

れ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
分
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
多
い
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
対
象
者
v

あ
り
ま
す
。

散
布
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
林

課
林
務
係
へ
お
問
会
せ
〈
だ
き
い

A

国
げ
か
難
病
と
し
て
指
定
し
て
い
る
病

気
(
ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
エ

ヅ
ト
病
、

全
身
性

エ
ソ
テ
マ
ト
|
デ
ス
な
ど
)

に
か
か
っ
て
い
る
入
、
そ
の
疑
い
の

あ
る
人
や
そ
の
人
た
ち
の
ご
家
族
。

〈
実
施
場
所
、
日
時
〉

上
田
保
健
所
(
合
同
庁
舎
内
)
で
、

毎
月
第
二
月
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

四
時
ま
で
。

〈
相
談
内
容
〉

①
医
療
相
談
(
専
門
医
師
、
保
健
婦
)

:
・
:
病
状
及
び
病
態
に
つ
い
て
の

相
談
、
介
護
・
食
事
・
日
常
生
活

面
で
の
相
談
、
医
療
費
公
費
負
担

に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

②
福
祉
相
談
(
身
体
障
害
者
福
祉
司
、

社
会
福
祉
主
事
)
:
;
:
経
済
援
助

に
関
す
る
相
談
、
福
祉
諸
制
度
に

関
す
る
相
談
、
人
生
相
談
な
ど
。

〈
そ
の
他
〉

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
と
病
名
を
、
上
回

保
健
所
へ
口
頭
で
、
相
談
し
よ
う
と

す
る
月
の
前
月
末
日
ま
で
に
お
知
ら

せ
く
だ
き
い
。
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心
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障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

自
動
車
に
係
る

物
mm
税
の
免
除
級
協
が
拡
大
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従
米
か
ら

F
服
、
ま
た
は
体
幹
に
陀

主
を
'
訂
す
る
身
体
防
官
官
者
の
枠
さ
ん
か
、

山
ら
運
転
す
る
た
め
に
購
入
す
る
小
型

出
品
川
通
来
用
山
輪
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

物
品
税
の
免
除
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い

ま
し
た
の
今
回
、
物
品
税
法
地
行
規
則
の

一
郎
が
改
正
さ
れ
、
内
動
車
に
係
る
物

品
税
の
免
除
範
囲
が
次
の
と
お
り
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
免
税
の
対
象

えつ

な
る
障
害
者

卜
.川
山
は
、
下
山
の
k

川
流
と
、

トし

川
城
に
象
徴
さ
れ
る
什
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
山
氏
は
、
，
け
ら
の
山火

知
ど
似
H
h

川
に
よ
り
、
ν

さ
ら
に
す
ば
り

し
い
ま
ち
に
す
る
刷
い
を
ニ
め
て
、

噂

月2日)

n口
ハH
U

q〈

d
H
月

須
川
、
畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
目
に
、
時
聞
の

l
v
ょ、っ
。

山
身
体
障
害
者
・
・
・
身
体
障
害
者
手
帳

め
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、

下
表
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る

人
。

ω精
神
薄
弱
者
・
・・
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
重
度

の
障
害
を
有
す
る
人
。

二
、
免
税
の
対
象
と
な
る
自
動
車

次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
小
型
普
通

乗
用
四
輪
自
動
車
。
な
お
、
免
税
で

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な

水

と

空

気

を

守

り
、
緑

の

あ

ふ

れ

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一

、

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、

豊

か

な

文

化

を

育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま

ち

に

し

ま

す
。

一、

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活

気

に

み
ち
た
ま
ち
に

し
ま

す
。

一
、
平
和
と

自
由

を

求

め

、

広

く
世
界

に

目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

免税の対象となる障害の程度

u及から3級までの各級及び4級の1

(身体際害者本人カ、運転する場合)

障 害 の級別

1級、 2級のl及び2級の2

l級から6級までの各級

2キ<&及び3*及

3級

視覚障 害

聴覚障 害

平衡機能障 害

上肢不自由

下 I1支不自由

障害の区分

購
入
で
き
る
自
動
車
は
、
一
人
の
心

身
障
害
者
に
つ
い
て
一
台
に
限
ら
れ

ま
す
。

①
、
一
の
山
に
該
当
す
る
身
体
障
害

μ
ん
い
か
購
入
す
る
自
動
車
で
あ
っ
て
、

身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る
た

め
に
必
要
と
す
る
も
の
。

②
、
一
の

ω、
ま
た
は
一
の
凶
に
該

当
す
る
心
身
障
害
者
が
購
入
す
る

自
動
車
で
あ

っ
て
、
そ
の
人
と
生

計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
し
、
も

っ
ぱ
ら
心
身
障
害
者
が
移
動
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
。
@
「
生
計

を
一
に
す
る
人
」
と
は
、
互
い
に

協
力
扶
助
し
、
日
常
の
生
活
の
資

を
共
通
に
し
て
い
る
人
を
い
い
ま

す
。

三
、
免
除
手
続

免
制悦
措
置
争
』受
け
よ
、

7
t
十
?
?
?
人
は
、 (生計をーにする人が運転する場合)

(生計をーにする人が運転する場合)

(身体障害者本人が運転する場合)

HJkから3級までの各級及び5級

l級から3級までの各級

I級、 2級及び3級の1

l級及び3級

H:&&び3級

l級及び3級

f本幹不自由

心臓機能障 害

じん臓機能障害

呼吸待機能障害

税
務
署
な
ど
に
備
え
付
け
の
「
物
品

税
特
殊
用
途
免
税
物
品
購
入
資
格
証

明
書
」
用
紙
に
所
要
の
事
項
を
記
入

し
た
後
、
市
役
所
福
祉
課
か
ら
免
税

購
入
資
格
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を

受
け
、
こ
れ
を
自
動
車
販
売
業
者
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
実
施
期
日

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
五
日
。

五
、
証
明
を
受
け
る
所

市
役
所
福
祉
課

(
宮
@

4
1
0
0
内

線
3
7
3
、
有
線
②
0
7
9
1
)

子
供
の
歯
の

健
康
相
談

む
し
歯
予
防
週
間
に
ら
な
み
、
今
年

J
U
「
量
刑
噌八

同
出
、

エ
J

叫
聞

の

品
聞

の

帥
畦
庫
明
相
国
詰
叫
L

を
聞
き
ま
す
。
今
年
の
テ
!
?
は
、
「
子

供
の
成
長
と
健
康
な
歯
づ
く
り
」
で
、

歯
み
が
き
指
導
や
歯
科
医
師
に
よ
る
歯

の
検
診
と
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と

き

・
:
六
月
七
日
出
、
午
後
一
時
か

ら
五
時
ま
で
。
六
月
八
日
側
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で。

と
こ
ろ
・
:
上
田
西
武
三
階
、
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

(
入
場
は
無
料
で
す
)

テ
ー
マ

・
:
子
供
の
成
長
と
健
康
な
歯
づ

ノ
¥
nソ
。

内
容
:
・
歯
の
検
診
と
相
談
。
歯
み
が

き
指
導
。
食
事
と
お
や
つ
の
コ
ー
ナ

ー
。
子
供
の
成
長
と
歯
の
科
学
展
示
。

主

催

:・上
回
小
県
歯
科
医
師
会
、
長

野
県
歯
科
衛
生
士
会
上
田
支
部
。

後
媛
・
:
上
田
市
、
上
回
保
健
所
、
長

野
県
口
腔
衛
生
協
会
。

代
理
投
票

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
が
、
手
を
い
た
め
て
い
た
り
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(投票日〉

投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

で
二
月
二
十
八
日
以
前
か
ら
、
三
か
月

以
上
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て

住
民
票
に
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

V
転
出
者

二
月
二
十
九
日
以
後
に
上
田
市
か
ら

転
出
さ
れ
た
人
で
、

転
出
先
の
市
町
村

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

場
合
旧
住
所
地

(
上
田
市
)
め
名
簿
に

ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

上
田
市
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

V
転
入
者

一
一
月
二
十
九
日
以
後
に
上
田
市
外
か

ら
上
田
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
で
、

上
田

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、

旧
住
所
地
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
そ
こ
で
投
票
が
で
き
ま
す
o

v市
内
転
居
者

五
月
+
日
ま
で
に
市
内
転
居
し
市
役

所
市
民
課
か
各
支
所
へ
転
居
届
を
さ
れ
、

住
民
票
に
記
録
さ
れ
た
人
は
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

五
月
十
一
日
以
後
転
居
届
を
出
さ
れ

た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
な

い
人

名
簿
は
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際

に
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い
人
。

学
生
な
ど
で
修
学
の
た
め
、
寮
、
下
宿

免
税 免 す
措 除 。

置 手
を続
ぷえ
Jζ 

It 
よ
フ
と
す
る
人
は

住
民
基
本
台
帳
に
、
の
ら
な
け
れ
ば
、

選
挙
人
名
簿
に
の
ら
な
い
。

な
ど
に
住
ん
で
い
る
場
合
の
住
所
は
、

原
則
と
し
て
は
寮
や
下
宿
に
あ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら
に
該
当
す
る

人
は
、

入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も
投
票

が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入

場

券

入
場
券
は
世
帯
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線

か
ら
切
り
と
っ
て
投
票
所
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
は
、
再
発
行
し
ま

せ
ん
の
で
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い

投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

む
し
歯
予
防
週
間
に
ち
な
み
、
今
年

も
「
第
八
回
、
子
供
の
歯
の
健
康
相
談
」

須
川
、
畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
目
に
、
時
聞
の

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

選
挙
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
人
に
か
ぎ
り
、

不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
間
は
、
公
示
の
日
か
ら
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、

毎
日
、
選
挙
管
理

委
員
会
(
市
役
所
四
階
)
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
目
に
投
票
を

す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
お
い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

(届
い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

。
市
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

滞
在
地
で
投
票
で
き
る
の
で
早
目
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

。
病
院
、
老
人
ホ
l
ム
、
身
体
障
害
者

更
正
援
護
施
設
、
保
護
施
設
な
ど
で

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る

施
設
に
は
い
っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ

で
投
票
で
き
ま
す
。

た
だ
し
歩
行
不
能
で
一
般
の
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
に
限
ら

れ
ま
す。

投
票
の
方
法

後
日
、
チ
ラ
シ
に
よ
リ
、
投
票
の
方

法
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ

の
順
序
に
よ
り
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
手
を
い
た
め
て
い
た
り

字
を
知
ら
な
い
た
め
に
字
が
書
け
な
い

な
ど
の
場
合
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
補
助
者
の
代
筆
に
よ
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
う
ち

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
在

宅
投
票
が
で
き
ま
す
。
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
票
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
一
、
二

三
級
で
定
め
ら
れ
た
症
状
に
該
当
す

る
人
。

戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
特
別
項
症

二
頃
症
、
三
項
症
ま
で
の
人
で
定
め

ら
れ
た
症
状
に
該
当
す
る
人
。

ニ
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人
か

此
旦
録
き
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
竹
内

委
員
会
の
委
只
長
が
発
行
す
る
証
明

占
が
必
要
で
す
の
で
申
拍
し
て
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
証
明
書
は
、
四
年
間
有
効
で

す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
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=一
、
投
Em
の
手
続
き

遺
品
'
の
期
目
前
四
日
(
六
月
+
八
日
)

ま
で
に
、
本
人
自
身
の
署
名
に
よ
り

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
請

求
し
本
人
自
身
で
候
補
者
一
名
の
氏

名
を
記
載
し
、
所
定
の
封
筒
に
入
れ

て
書
名
し
、
本
人
し
か
登
録
さ
れ
て
い

る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
に
、
必
ず
郵
便
に
よ
り
送
付
し

ま
す
。

こ
の
投
票
に
つ
い
て
は
早
自
に
手
続

き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

え外 (2T22出品33)一一一広報う

選
挙
運
動
用
は
が
き

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知
人

な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚
偽
や

公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
か
ぎ

り
自
由
で
す
。

工
場
、
事
務
所
、
会
社
な
ど
へ
「
御

中
」
ま
た
は
「
御
一
同
様
」
な
ど
と
書

き
回
覧
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
に

介。

つ
/L

い
キ
酔
寸
九

ニ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

が

p
aE
，
同

・
戸
山
似
オ
4

・
w-ve
・
」円十
ho

っ
〆
、
い
を
Z
寸
f

個
人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

と
が
で
き
ま
す
。

個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ラ
の
頒
布

国
の
選
挙
に
限
り
ビ
ラ
を
頒
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
頑
布
の
方
法
は
選

挙
事
務
所
内
、
立
会
演
説
会
場
の
入
口
、

個
人
演
説
会
場
内
、
街
頭
演
説
の
場
所

に
お
い
て
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
散
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
聞
折
込
み
に
よ
り
各
戸
配

布
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

う
っ
か
り
一
票

署
名
運
動
の
禁
止

E
・
E
・

-
p
;
:

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
で
運
営
さ

…

…

今

回

の

同

日

選

挙

に

際

し

て

れ

る

こ

と

で
す
か
り
こ
れ
か
句
国
の

…

・

:

l

、
政
治
を
お
ま
か
せ
す
る
議
員
を
選
ぶ
こ
4

一

上

田

市

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

夜

H

潔

l

矛
不

ー
l

剖

む

と

が
い
か
に
大
切
な
こ
と
か
お
わ
か
り
e

一

F

け
で
す
。
し

か

も

今

度

の

選

挙

は

、

八

の

こ

と

と

存

じ

ま

す

。

ゎ

ヒ
ミ

一，

』
・
F

十
年
代
の
政
治
潮
流
を
占
う
選
挙
と
も
自
分
で
選
ん
だ
方
が
、
ど
う
政
治
に
一

一

九

ヘ

¥
~J〆U
言

わ

れ

ま

す

。

取

り
組
ん

で

き

た

か

こ

れ

か

え

一

τ沙
ノ
ブ
区

i

こ
の
頃
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
地

球

が

狭

方

が

、

ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

乙

'

a
z〓ZA1
4
E司

H

4
Z匂

一

v
a可
く

な

っ

て

き

て

い

ま

す

し

、

政

治

経

済

く

観

察

し

て

選

ぶ

こ

と

で

す

。
適
格
者
一

一

?

?
唱

を

始

め

凡

て

が

世

界

的

と

な

り

、

関

連

が

い

な

い

、

誰

が

や

っ

て

も

同

じ

だ

、

一

一

衆

議

院

が
解
散
さ
れ
、
衆
議
院
議
員
課
題
も
広
汎
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

と
言
わ
れ
る
方
も
、
こ
と
自
分
の
生
活
一

…
の
総
選
挙
と
、
か
ね
て
予
定
さ
れ
て
い
特
に
我
か
国
は
資
源
が
少
な
く
、
そ
れ
に
関
係
あ
る
基
本
の
政
治
の
こ
と
で
す

一

…
た
第
十
二
回
参
議

院

議

員

の

通

常

選

挙

を
外
国
に
依
存
し
て
い
る
関
係
も
あ

っ

か

ら

、

一

気

に

理
想
的
で
あ
り
得
な
い
一

…
と
が
、

六
月
二
十
二
日

に

同

日

選

挙

で

て

、
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ン
の
問
題
も
直
に
し
て
も
、
漸
次
理
想
に
向

っ
て
努
力
一

い
行
わ
れ
ま
す
。

ち

に

国

政

に

反

映

し

、

こ

れ

が

ま

た

我

を

積

み
重
ね
て
い
く
意
味
合
い
か
ら
、

一

一
今
度
の
選
挙
は
、
各
選
挙
区
毎
の

衆

々

の

日
常
生
活
に
お
響
す
る
と
い
っ
た
選
挙
と
い
う
形
で
与
え
ら
れ
て
い
る
主

一

い
議
院
議
員
選
挙
と
最
高
裁
判

所

裁

判

官

状

況

で

、
仲
々
徴
妙
、
複
雑
な
時
局
を
権
者
た
る
国
民
審
判
の
唯
一
の
機
会
で

一

一
の
国
民
審
査
、
参
議
院
議
員
の
地

方

区

迎

え

て

い

ま

す
。

す
か
ら
、
即
投
票
と
い
う
形
で
、
そ
の
一

ど
ー
国
区
と
四
種
の
投
票
い
か
行
わ
れ
る
わ
国
会
は
国
の
最
高
機
関
と
し
て
、
選
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

一

戸

'
-
+
'
o
-
4
-
骨
骨
骨
-
4
-
+
・$4
-
4
-‘
+
骨
骨
・
4
-
-
-
+
-
4・・
4寺
+
-
4
-
4・，A
，‘
A
-
-
a
，，‘，‘
.4.，A'
a
'
a
，‘
.4・・4・・A
'
e
・h

ー
し
お
れ
れ
い
れ
れ
れ
ゴ
∞

…
開
票
の
と
き
・
と
こ
ろ
…

∞

j
i
;
;
;
j
i
;
∞
 

∞

開

票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

∞

∞
指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状

∞

∞
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
開
票

∞

∞
所
と
な
る
学
校
内
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う
凶

∞
に
し
ま
し
ょ
う
。

∞

∞

と

き

l
六

月

二

十

=

百

(

月

)

向

抑

午

前

八

時

三

十

分

∞

仰
と
こ
ろ

l
上
回
市
立
清
明
小
学
校
体
育
一
一

間

nul
l
o
o情
。
i
n
-
-
u
p
-
-
u
o
i
∞

の
候
補
者
な
ど
寄
付
禁
止
の
条
項
に
ふ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
じ
ゅ
う
ぶ

すみ
コご聞ん
ま云きな

演子で
説エ
会う

。
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

六
月
八
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

上
田
市
民
会
館

。
衆
議
院
議
員
総
選
挙

六

月

九

日

上

野

が

丘

公

民

館

六
月
十
二
日

塩

田

解

放
会
館

六
月
十
七
日
上
田
市
民
会
館

〈
い
ず
れ
J
Z
T
後
七
時
三
十
分
か
ら

V

方 覧
lニ旅
慰 行
安 に
な 案
ど 内
を し
与 た
え り
て

。歓そ

待 の
す他
る相
こ 手

…

ラ

ジ

オ

…

…
テ
レ
ビ
放
送
…

九
新
聞
、
ラ
ジ
オ

九
の
番
組
な
ど
に

内
ら
せ
し
ま
す
の
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な
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て
い
ま
す
。
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戸
別
訪
問
の
禁
止

戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
、
述
続
し
て
〆
別
に
選
挙
人
の
居
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

(
官
公
庁
、

会
社
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
も
戸
別
の

な
か
に
は
い
り
ま
す
。)

ま
た
、

一
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ
の

状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と
み
な

さ
れ
る
ニ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

玄
関
内

に
は
い
ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど
で
あ

っ
て

も
戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。
単
な
る

あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お
い
て
あ
る
く
こ

と
な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
人
も

戸
別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
介
、
立
候
補
川
山
後
で
あ
る
か

立
候
補
の
決
立
前
で
あ
る
か
は
、
同
罪

の
成
立
に
版
科
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

えつ一(3)一一一一昭和55年 5月24日一一一広報

署
名
運
動
の
禁
止

叫
忠
治
「
に
闘
し
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
は
役
票
を
さ
せ
な
い
目
的
で
、

選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
投
票
の

公
表
の
禁
止

選
挙
に
闘
し
、
公
職
に
就
く
べ
き
人

を
予
想
す
る
人
れ
投
票
の
経
過
ま
た
は

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

飲
食
物
の提

供
の
禁
止

選
挙
起
動
に
関
し
て
は
そ
の
名
白
は

ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲
食
物

(な
ん
ら

加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
飲
食
に
供

し
得
る
も
の
。
た
と
え
ば
、
料
理
、
弁

当
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
物

菓
チ
な
ど
)
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

た
と
、
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
員

や
選
挙
運
動
に
使
用
す
る
労
務
者
を
慰

労
す
る
目
的
で
飲
食
物
を
提
供
す
る
。

第
三
者
が
候
補
者
を
激
励
す
る
た
め
に
、

陣
中
見
舞
と
し
て
候
補
者
な
ど
に
飲
食

物
を
提
供
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
清
酒
を
も
っ
て
い
き
ま

す
が
ニ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
公
職

~ 1 
b館 上

~ ~ 
ii 

ii 
育

の
候
術
者
な
ど
寄
付
禁
止
の
条
項
に
ふ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い
ら
れ

て
い
る
程
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

気
勢
を
張
る

行

為

の

禁

止

選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動
車
を
つ
ら

ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み
、
は
ち
巻
や

旗
な
ど
を
た
て
て
往
来
す
る
な
ど
は
、

気
勢
を
張
る
行
為
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。買

収
饗
応
の
禁
止

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た
は

選
挙
運
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物
品
な

ど
を
お
く
っ
た
り
、
約
束
す
る
こ
と
、

ま
た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、
芝
居
や
遊

六
月
十
二
日
塩
田
解
放
会
館

六
月
十
七
日
上
田
市
民
会
館

(
い
す
れ
も
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
)

覧
旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他
相
手

方
に
慰
安
な
ど
を
与
え
て
歓
待
す
る
こ

と
も
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
マ
を
と
ほ
し

た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動

員
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演
説
、
集

会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙

用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
投
票
に

干
渉
し
棄
権
を
す
す
め
た
り
し
て
選
挙

の
自
由
を
さ
ま
た
げ
る
と
選
挙
の
自
由

妨
害
の
罪
と
な
り
ま
す
。

連
呼
行
為
の
制
限

病
院
、
学
校
、
立
合
演
説
会
場
な
ど

の
付
近
で
は
静
か
に
す
る
よ
う
に
き
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
前
と
後
の

あ
い
さ
つ
行
為
の

制

限

選
挙
前
と
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
は
期

日
の
定
め
は
な
く
、

文
章
、
口
頭
、
会

合
な
ど
を
利
用
し
て
す
る
こ
と
は
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

今
固
め
選
挙
は
、
衆
議
院
と
参
議
院

地
方
区
は
掲
示
場
以
外
に
掲
示
で
き
ま

せ
ん
。
全
国
区
の
掲
示
場
は
設
置
し
ま

せ
ん
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る

で
で
く
だ
ー
い
ト

i
，

M

m
i
l
l
J
J
i
l
-
-
h
 

も
の
を
屋
内
に
掲
示
す
る
こ
と
は
、
い

っ
さ
い
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た

屋
内
用
と
称
し
て
窓
の
内
側
に
貼
付
し

通
行
人
に
見
え
る
よ
う
な
こ
と
は
造
反

で
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
を
事
業
所
、

事
務
所
な
ど
に
掲
示
す
る
た
め
頒
布
す

る
場
合
で
も
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。許

可
な
く
は
ら
れ
た

ポ

ス

タ

ー

選
挙
運
動
用
は
勿
論
、
選
挙
に
関
す

る
政
党
等
の
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
、

国

・
県
・
市

・
町
村
・

国
鉄
・
電
々
公

社
の
所
有
、
管
理
す
る
も
の
、
公
共
用

の
道
路
、
樹
木
、
公
園
、

ロ
ー
タ
リ
ー
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
歩
道
橋
等
に
掲
示
す

る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
他
人
の
家
屋
、
庖
舗
、
事

業
所
、
工
作
物
、
各
種
屯
柱
、
道
路
、
自

治
会
の
防
犯
灯
な
ど
に
許
可
な
く
掲
示

す
る
こ
と
は
違
反
で
す
。
こ
の
場
合
管

理
者
、
所
有
者
、
居
住
者
が
一
方
的
に
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
破
損
さ
せ

な
い
よ
う
に
取
り
除
く
、
」
と
は
よ
い
が

破
損
さ
せ
る
と
違
反
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
責
任
者
を
よ
ん
で

直
ち
に
取
り
除
か
せ
る
-
-
と
が
よ
い
方

法
で
す
。

家
族
な
ど
が
許
可
を
あ
た
え
て
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
た
し
か
め

て
か
ら
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。
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今愈

挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
目
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
区
内
に

あ
る
者

(
者
と
は
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

国

・
県
・
市
町
村
や
会
社
、
事
業
所
、

団
体
・
組
合
・

神
社
・
寺
・
自
治
会
な

ど
、
個
人
・
法
人
す
べ
て
含
む
)
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
が
、
こ

れ
か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
が

あ
る
人
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
て

立
候
補
の
意
志
を
有
す
る
人
と
認
め
ら

れ
る
人
、
す
で
に
公
職
に
あ
る
人
な
ど

を
総
称
し
ま
す
。

公
職
に
あ
る
人
と
は
、
衆
議
院

・
参

議
院
議
員
、
県
・
市
町
村
議
会
議
員
、

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
等
を
い
い

ま
す
。

寄

附

替
取

止

の

V
禁
止
の
一
例

投
票
の
便
宜
供
与

公
選
法
、
労
働
基
準
法
な
ど
に
、
選

挙
の
当
日
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め

に
投
票
所
に
行
く
と
き
は
必
要
な
時
聞

を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
官
公
庁
の
み
で
な
く
、

広
く
一
般
民
間
す
べ
て
の
企
業
団
体
及

び
雇
用
主
に
対
し
て
こ
れ
を
求
め
て
い

る
も
の
で
す
。

月1日

口す

ば
る
。
花
輪
を
お
く
る
。
供
花
。
香
典

祝
儀
。
病
気
見
舞
。
お
中
元
。
お
歳
暮

入
学
祝
。
出
産
祝
。
お
祭
り
の
寄
附
。

せ
ん
別
。
う
ち
わ
。
カ
レ
ン
ダ
ー
。
他

の
選
挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お
く
る
。

酒
食
の
提
供
。
正
月
な
ど
、
自
宅
に
来

た
者
に
酒
食
を
提
供
す
る
。
給
与
の
返

上
。
色
紙
を
が
く
る
。
表
彰
状
に
記
念

品
を
つ
け
る
。
協
賃
金
。
賢
助
金
。
催

し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
協
賛
金
な
ど

の
支
出
な
ど
金
品
を
お
く
る
こ
と
。
園、

県
、
市
町
村
に
寄
附
す
る
こ
と
。
匿
名

又
は
他
人
の
名
儀
に
よ
る
寄
附
。
社
会

事
業
団
体
に
す
る
寄
附
。
単
に
滞
在
中

の
者
に
対
す
る
寄
附
。
そ
の
他
い
か
な

る
名
俄
で
あ
っ
て
も
寄
附
行
為
と
み
ら

れ
る
も
の
。

V
寄
附
の
要
求

選
挙
区
内
の
公
職
の
候
補
者
な
ど
に

対
し
て
、
寄
附
を
求
め
た
り
、
勧
誘
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら

補
助
金、

利
子
補
給
な
ど
を
受
け
た
り

請
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
め
当
事
者

(個

人
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
を
ど
)
は

寄
附
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
万
は
候
補
者
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
こ
と

を
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
減
収
の
場
A
n
は
の
そ
か
れ
る
こ
と
に

介。っ
4
L
い
キ
A
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